
















































CdSenB RetrAneZnitPLrY2 P PJLrVO
P■rVき JLTYI TIrYOTv TArYt T




●一 一 r● i ■
Pcd1 響 れ一 I
■ ぬdIm一 PEAJhJr
碗 忠I 馳 lV
■ml I IuC2 tLQ亡1
RetT i i




図2のぞヂ桝 ま再送部そ鮎陳弧Sm恥 キャリアセン の過程を経路と呼ぶとき､経路ごとの遅延時間とその
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図 4:スループットー平 均 伝 送 遅 延 時間
こi まとめと今後の課題
GSPNを用いてモデル化したシステムのジッタ解析
方法の基礎について検討し､システム中のイーサネッ
ト部をモデル化して解析を行なった例を用いてその有
用性を示した｡
今後はモデルの状態数の削減を図り､多数のホス ト
-の対応と再送部の詳細なモデル化､それに対応した
ジッタ導出式について検討を進める予定であるU
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た､図4からわかるように､スループットが1に近付
くに従って平均遅延時間は急激に増加していることが
わかる｡標準偏差を見ると､スルー7oツトが0.1程度
と低い場合には平均遅延時間の4%程度であるが､0.5
程度-増加した場合には平均遅延時間の14%程度に大
幅に増加することがわかる｡
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